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本日の講義内容

世界経済の重要性

 地球上の現実

 途上国援助について

貧困の罠

 適切なプロジェクト

貧しくても我々と同じ？
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地球上の現実

現在、地球上に暮らす70億人のうち。。。
 豊かな人：欧米諸国、日本など

 貧しい人：アフリカ、アジア地域など
 栄養失調の人 9.3億人

 安全な水を飲めない人 8.8億人

 衛生設備のない人 25億人

 $1/日未満の所得の人 11億人

 $2/日未満の所得の人 26億人

 毎年900万人の5歳未満の子供が死亡

人類の3人に1人は貧困に直面
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途上国援助について１

日本の援助はばらまきか？

 アフリカ1.4兆円、ASEAN3千億円

 人道的

国際的プレゼンス拡大・イメージ向上

 経済的メリット

少子高齢化のため国内経済の成長見込み薄

途上国の所得が増えれば、日本からの輸出が期待

インフラ整備による日本企業の進出を促進

資源の安定供給
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途上国援助について２

援助の有効性論争

 援助肯定派

 「市場メカニズムを活かすために援助は必要」

 J. サックス『貧困の終焉』

 援助否定（懐疑）派

 「市場メカニズムを歪めてしまうので援助は基本不要」

W.イースタリー『傲慢な援助』『エコノミスト・南の貧困と闘う』

 D.モヨ『援助じゃアフリカは発展しない』

 「貧困の罠」への見解の違い
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貧困の罠
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低所得

低貯蓄 低投資

所得が低いの
で貯蓄できない

貯蓄できないので投
資するお金がない

投資できないの
で所得が低い

途上国援助について３
 援助肯定派

 「援助により悪循環を断ち切り好循環へ」

例：マラリア対策として殺虫剤処理済蚊帳の無料配布

 援助懐疑派

 「貧困の罠など基本的には存在しない」

例：蚊帳の無料配布は既存業者を廃業に追い込むだけ

 最新の研究では。。。

援助の有効性はケースバイケース

適切なプロジェクトに投資すべき

では「適切なプロジェクト」とは何か？
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適切なプロジェクトは何か？

通説１「貧しい人は食糧不足？」

 現在、食糧はかなり足りている

貧しい人は必ずしも餓えている訳ではない

でも貧しい人は不健康な人が多い→所得に影響

では貧しい人はなぜ栄養あるものを食べないのか？

 貧しくても、美味しいモノやテレビを優先

野菜嫌い、酒好き等、我々と同じ

ただし我々とはカロリーの絶対量に違い

 （ヨウ素etc.）必要栄養素の不足

必要栄養素の効果的な配給が重要
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適切なプロジェクトは何か？

通説２「貧しい人は怠惰？」

 貧しい人はなぜ予防接種を受けないか？

 先のリスクの過小評価

嫌なものは先延ばし、好きなものを優先

例１：インフルエンザ等の予防接種、ダイエットetc.
例２：チョコ、酒、タバコ、夜中のラーメン、夜更かしetc.

 制度の整備と所得の違い

先進国では、公衆・保健衛生管理が充実

貧しい人は、選択を間違うと影響大
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適切なプロジェクトは何か？

通説２「貧しい人は怠惰？」

 貧しい家庭の子供はなぜ学校に行かない？

 親の所得の影響大

親の所得→教育投資の違い→教育格差拡大

貧困家庭では、児童労働は重要な収入源

子供にとって学校は楽しいか（？）

 市場介入の正当性

実践的・基礎的内容の拡充

教育・社会制度の必要性

「現代の経済」「現代と経済」 9


